
堺市二次医療圏における各医療機関の診療実態 

グラフ 

（令和３年４月、６月、８月分） 

 

厚生労働省が実施した「公立・公的医療機関等の具体的対応方針の再検証等に係る分析」

において用いた分析項目について、令和３年度病院プラン調査のデータを用い分析しまし

た。 

※令和３年度病院プラン調査の対象外であるクリニック等は令和３年度の分析結果には

含まれていません。また、病院プラン調査において、未報告医療機関、項目の報告漏れ

医療機関については、含まれていません。 

※コロナ禍前の診療実態と比較するために、令和元年度病床機能報告における診療実態

分析の結果を参考に添付しています（分娩件数除く）。 

※周産期医療（ハイリスク分娩管理加算）、小児医療（新生児特定集中治療室管理料等）、

小児医療（小児入院医療管理料）については、令和元年度と令和３年度で実績の単

位が異なるのでご留意ください（令和元年度：レセプト算定回数、令和３年度：レ

セプト件数）。 

 

○がん（肺・呼吸器、乳腺、消化器、泌尿器/生殖器、放射線療法） 

 

○脳卒中（脳動脈瘤クリッピング術等、他） 

 

○心筋梗塞等の心血管疾患（心臓カテーテル手術、他） 

 

○救急医療（救急車の受入件数） 

○救急医療（大腿骨骨折等） 

 

○周産期医療（分娩件数） 

○周産期医療（ハイリスク分娩管理加算） 

 

○小児医療（新生児特定集中治療室管理料等） 

○小児医療（小児入院医療管理料） 

資料５（別添） 
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